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尾瀬ヶ原における水生コウチュウ相・水生カメムシ相
の特徴 

（昆虫綱，コウチュウ目・カメムシ目）
茶珍　護 1）

2021 年 9 月 29 日受付，2022 年 1 月 17 日受理

　これまでに，尾瀬ヶ原から 6 科 24 種の水生コウチュウ目と 8 科 14 種の水生カメムシ目が記録され
ている．国内の分布状況から，それらを北方系種，本土部分布種，列島広域分布種に分類したところ，
水生コウチュウ目では北方系種が 11 種（46％），本土部分布種 8 種（33％），列島広域分布種 5 種（21％）
であった．また水生カメムシ目では北方系種 3 種（21％），本土部分布種 6 種（43％），列島広域分布
種 5 種（36％）であった．尾瀬ヶ原では水生コウチュウ目，水生カメムシ目とも北方系種の割合が高く，
特に水生コウチュウ相は山地・寒冷地性の環境と強く関連していると推測された．

Faunal characteristics of aquatic Coleoptera and Hemiptera （Insecta） in the 
Ozegahara moor, central Japan

Mamoru Chachin1

To date, 24 species in six families of aquatic coleopterans and 14 species in eight families of aquatic 
hemipterans （Insecta） have been recorded from the Ozegahara moor, central Japan. Based on geographic 
distribution within the Japanese archipelago, the coleopteran fauna comprised of 11 northern species （46%）, 8 
species with mainland distribution （33%）, and 5 species widespread in the archipelago （21%）. The hemipteran 
fauna comprised of 3 northern species （21%）, 6 species with mainland distribution （43%）, and 5 species 
widespread in the archipelago （36%）. High proportions of northern species in the aquatic coleopteran and 
hemipteran faunas of the Ozegahara moor suggest influence of cool climate in the high moor habitats on the 
faunal composition. 
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1．はじめに

　尾瀬ヶ原は，北緯 36°54.7′東経 139°11.8′（山ノ鼻），
標高約 1400 ｍに位置する東西 6 km，南北 2 km，面積 7.6
㎢の本州最大の高層湿原である．また尾瀬ヶ原の気候と
して，年平均気温 5.4℃，平均年間降水量は 1781.1 mm（山
ノ鼻）で，積雪量は 3 月に最大になり，山ノ鼻では 3 m
を超える（野原，2012）．尾瀬ヶ原には，大小約 1800 の
池溏が分布しており，寒冷地の動植物が数多く残る希少
な湿原として知られている（原・水島 , 1954; 朝比奈 , 
1954；Asahina, 1982）．中央ヨーロッパでは，高層湿原
の気温は，高層湿原の外部の気温より低いことが知られ
ており（Spitzer et al.，2003），低緯度に位置する高層
湿原が北方系の昆虫を含む亜寒帯域に生息する生物に
とって重要な環境であることが示唆されている（Spitzer 
and Danks, 2006）．尾瀬ヶ原でも，朝比奈（1954）や
Asahina（1982）がトンボ相で北方系要素が高いことを
示しており，また中村（1998）はカマアシムシ相につい
て同様のことを述べている．北方系要素が高い点は，幼
虫期，成虫期ともに水中あるいは水面で生活する真水生
の水生コウチュウ目および水生カメムシ目についてもあ
てはまると考えられるが，これまで尾瀬ヶ原の水生コウ
チュウ相と水生カメムシ相の特徴について言及した研究
はないため，本稿で考察した．

2．�尾瀬ヶ原における水生コウチュウ目・水生カ
メムシ目の概要

　尾瀬ヶ原の水生コウチュウ目については，高木（1936）
によりメススジゲンゴロウ Acilius japonicus Brinck, 
1939 が記録されて以降，1950 年から 1952 年に第 1 次尾
瀬ヶ原総合学術調査が行われ，Nakane（1954），Uéno

（1954），上野（1954）により 4 科 14 種が記録された．
また Nomura（1958）は，ヒメドロムシ科に属するクボ
タマルヒメドロムシ Heterlimnius hasegawai （Nomura, 
1958） （記載当時は，Optioservus kubotai Nomura, 1958，
のちに Kamite（2009）により現在の学名に整理された）
を , 尾瀬ヶ原を含む本州中部から新種記載した．さらに
1977 年から 1979 年に行われた第 2 次尾瀬総合学術調査
では，Satô（1982）によって，尾瀬の標本を基にアサヒ
ナコマルガムシ Anacaena asahinai M.Satô, 1982 が新種
記載されるとともに，これを含む 6 科 22 種の水生コウ
チュウ目が記録されている．近年では，金杉（2016），
大 高 ほ か（2017）， 茶 珍（2021）， 茶 珍 ほ か（2019，
2020），塘ほか（2022）の記録がみられる．これらの研
究により，これまでに，尾瀬ヶ原からコツブゲンゴロウ

科 1 種，ゲンゴロウ科 12 種，ミズスマシ科 1 種，ダル
マガムシ科 1 種，ガムシ科 6 種，ヒメドロムシ科 3 種か
らなる 6 科 24 種の水生コウチュウ目が記録されている．
　また尾瀬ヶ原の水生カメムシ目については，鏑木

（1933）が マツモムシ Notonecta triguttata Motschulsky, 
1861 を記録して以降，第 1 次尾瀬ヶ原総合学術調査で
は長谷川（1954）により 7 科 10 種が記録され，第 2 次
尾瀬総合学術調査では Tomokuni（1982）により 5 科 8
種が記録された．その後，加藤ほか（1999），栗田・峰
村（2012），金杉（2016），茶珍ほか（2019，2020），茶
珍（2021），平澤（2021），塘ほか（2022）の記録がある . 
これらの研究により，これまでに，尾瀬ヶ原からタイコ
ウチ科 1 種，コオイムシ科 1 種，ミズムシ科 2 種，マツ
モムシ科 2 種，ミズカメムシ科 1 種，イトアメンボ科 1 種，
カタビロアメンボ科 1 種，アメンボ科 5 種からなる 8 科
14 種の水生カメムシ目が記録されている .
　尚，本稿の末尾にこれまでの文献記録による尾瀬ヶ原
の水生コウチュウ目および水生カメムシ目の目録を付し
た．

3．�国内の分布状況からみた尾瀬ヶ原の水生コウ
チュウ相・水生カメムシ相の特徴

　Hayashi et al. （2020）によると，日本列島から水生コ
ウチュウ目 12 科 358 種，水生カメムシ目 13 科 118 種が
知られている．日本の水生コウチュウ目および水生カメ
ムシ目は，ユーラシア大陸東部の水生昆虫相と共通の要
素をもつ一方，約 4 割に相当する 178 種（水生コウチュ
ウ目 156 種，水生カメムシ目 22 種）は日本に固有であ
る（Hayashi et al.,2020）．その分布様式には大きな地域
性があり，「北海道地域」，「本州・四国・九州地域」，「南
西諸島地域」の 3 地域間で違いが大きい．「本州・四国・
九州地域」を特徴づける種の多くは朝鮮半島や中国中南
部地域と共通するが，そのうち本州東部には北海道と共
通し，西日本には分布しない種が分布する．これらは本
州中部以西とはやや異なる水生昆虫相をもつ（中島ほか，
2020）という．
　上記の分布状況を参考にして尾瀬ヶ原で確認されてい
る水生コウチュウ目と水生カメムシ目を，地理的な分布
域をもとに，北海道・本州（中部地方以北）に分布する

「北方系種」，北海道～九州に分布する「本土部分布種」，
南西諸島まで広く分布する「列島広域分布種」の 3 つに
分類した（表 1, 表 2）．
　尾瀬ヶ原の水生コウチュウ目 24 種の内訳は，北方系
種が 11 種（46%），本土部分布種が 8 種（33%），列島
広域分布種が 5 種（21%）であった（表 1， 図 1A）．なお，
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表 1：尾瀬ヶ原で記録されている水生コウチュウ目．
区分 学名 和名 生息環境 分布 備考

Northern 
species

北方系種

Nebrioporus anchoralis （Sharp, 1884） チャイロシマチビゲンゴロウ 低水温の渓流 北海道，本州（中部地方以北） 日本固有種
Nectoporus sanmarkii sanmarkii （C.R.Sahlberg, 
1826） マルガタシマチビゲンゴロウ 低水温の渓流 北海道，本州（中部地方以北） 

Rhantus erraticus Sharp, 1884 オオヒメゲンゴロウ 池溏 北海道，本州（山陽地方以北） ※ 1
Acilius japonicus Brinck, 1939 メススジゲンゴロウ 池溏 北海道，本州（中部地方以北） 日本固有種
Gyrinus sachalinensis Kamiya, 1936 ミヤマミズスマシ 地溏，河川のよどみ 北海道，本州（中部地方以北） 
Hydraena riparia Kugelann, 1794 ホソダルマガムシ 高層湿原内の細流 北海道，本州（中部地方以北） 
Anacaena asahinai M.Satô, 1982 アサヒナコマルガムシ 高層湿原内の細流 北海道，本州（中部地方以北）
Crenitis japonica （Nakane, 1963） コマルガムシ 高層湿原内の細流 北海道，本州（中部地方以北）日本固有種
Heterlimnius maculatus （Nomura, 1958） ムナミゾマルヒメドロムシ 低水温の渓流 本州（東北～中部地方） 日本固有種
Heterlimnius variabilis （Nomura, 1958） スネアカヒメドロムシ 低水温の渓流 本州（東海地方以北） 日本固有種
Heterlimnius hasegawai （Nomura, 1958） クボタマルヒメドロムシ 低水温の渓流 北海道，本州（中部地方以北）

Mainland 
distribution 

species
本土部分布種

Platambus pictipennis （Sharp, 1873） モンキマメゲンゴロウ 河川 北海道～九州
Platambus sawadai （Kamiya, 1932）　 サワダマメゲンゴロウ 河川 北海道～九州 日本固有種
Platambus optatus （Sharp, 1884） ホソクロマメゲンゴロウ 河川脇のよどみ 北海道～九州
Agabus conspicuus Sharp, 1873 クロズマメゲンゴロウ 池溏 北海道～九州
Cybister chinensis Motschulsky, 1854 ゲンゴロウ 池溏 北海道～九州
Hydrocassis lacustris （Sharp, 1884）　 マルガムシ 河川 北海道～九州 日本固有種
Enochrus japonicus （Sharp, 1873）　 キベリヒラタガムシ 池溏 北海道～九州
Coelostoma orbiculare （Fabricius, 1775） ヒメセマルガムシ 池溏 北海道～九州

Archipelago 
widespread 

species
列島広域分布種

Noterus japonicus Sharp, 1873 コツブゲンゴロウ 池溏 北海道～南西諸島
Hydroglyphus japonicus （Sharp, 1873） チビゲンゴロウ 池溏 北海道～南西諸島
Agabus japonicus Sharp, 1873 マメゲンゴロウ 池溏 北海道～南西諸島
Eretes griseus （Fabricius, 1781）　 ハイイロゲンゴロウ 池溏 北海道～南西諸島
Enochrus simulans （Sharp, 1873） キイロヒラタガムシ 池溏 北海道～南西諸島

※ 1　山陽地方まで分布するが冷水が流入するような環境を好むことから（中島ほか，2020），この区分に含めた．

表 2：尾瀬ヶ原で記録されている水生カメムシ目．
区分 学名 和名 生息環境 分布 備考

Northern 
species

北方系種

Notonecta reuteri Hungerford, 1928 キイロマツモムシ 池溏 北海道，本州（中部地方以北）
Microvelia reticulata （Burmeister, 1835） マダラケシカタビロアメンボ 池溏 北海道～九州 ※ 2
Gerris yezoensis Miyamoto, 1958 エゾコセアカアメンボ 池溏 北海道，本州（北陸地方以北）

Mainland 
distribution 

species
本土部分布種

Appasus major （Esaki, 1934） オオコオイムシ 池溏 北海道～九州
Sigara maikoensis （Matsumura, 1915） アサヒナコミズムシ 池溏 北海道～九州
Sigara substriata （Uhler, 1896）　 コミズムシ 池溏 北海道～九州
Notonecta triguttata Motschulsky, 1861 マツモムシ 池溏 北海道～九州
Hydrometra procera Horváth, 1905 ヒメイトアメンボ 池溏 北海道～九州
Gerris insularia （Motschulsky, 1866） ヤスマツアメンボ 池溏 北海道～九州

Archipelago 
widespread 

species
列島広域分布種

Ranatra unicolor Scott, 1874 ヒメミズカマキリ 池溏 北海道～南西諸島
Mesovelia vittigera Horváth, 1895 ミズカメムシ 池溏 本州～南西諸島
Aquarius paludum paludum （Fabricius, 
1794） アメンボ 池溏 北海道～南西諸島

Gerris gracilicornis （Horváth, 1879） コセアカアメンボ 池溏 北海道～南西諸島
Gerris latiabdominis Miyamoto, 1958 ヒメアメンボ 池溏 北海道～南西諸島

※ 2　九州まで分布するが冷涼な池沼に生息する種であることから（林・宮本，2018），この区分に含めた．

※その他 海外からの飛来個体 

北方系種

11種
本土部分布種

8種

列島広域

5種
分布種

北方系種
3種

本土部分布種
6種

列島広域

5種
分布種

(45.8%)

(33.3%)

(20.8%) (21.4%)

(42.9%)

(35.7%)

北方系種
13種
(23.6%)

本土部分布種
24種

(43.6%)

列島広域
7種 分布種

(12.7%)

九州分布種
本州・

8種
(14.5%)

九州以南分布種 2種 その他 1種

水生コウチュウ目（A) 水生カメムシ目（B) トンボ目（C)

(3.6%) (1.8%)

図 1：�尾瀬ヶ原で記録されている水生コウチュウ目（A）・水生カメムシ目（B）・トンボ目（C）の各区分の割合．トンボ目（C）
は塘ほか（2022）より作図．
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北方系種のうちの 5 種と本土部分布種のうちの 2 種は日
本固有種である．尾瀬で確認されている水生コウチュウ
目は北方系種の割合が高く，4 割以上を占めている． 
　尾瀬ヶ原の水生カメムシ目 14 種の内訳は，北方系種
が 3 種（21％），本土部分布種が 6 種（43％），列島広域
分布種が 5 種（36％）であった（表 2, 図 1B）． 

4．考察

　Hayashi et al. （2020）から算出した日本の水生コウ
チュウ相全体に占める北方系種の割合は 16.8％であり，
同じく水生カメムシ相全体に占める北方系種の割合は
9.3％である．また，尾瀬ヶ原で研究が進んでいるトン
ボ 目 で は， 記 録 さ れ て い る 55 種 の う ち（ 塘 ほ か，
2022），北方系種は 23.6％にあたる 13 種である（図
1C）．尾瀬ヶ原における水生コウチュウ目に占める北方
系種の比率（46%）はこれらのいずれよりも高い．北海
道東部にある当幌川湿原における水生無脊椎動物相で
は，同じ湿原内でも北方系の種は低温な環境を選択し，
南方系の種は広範囲の温度環境に適すことが示されてい
る（宮口ほか，2008）．このことは，尾瀬ヶ原の水生コ
ウチュウ目と水生カメムシ目についても同様のことが言
える．Satô （1982）は，尾瀬ヶ原の高層湿原内の小川や
細流に生息するマルガタシマチビゲンゴロウ，コマルガ
ムシ，スネアカヒメドロムシ，また高層湿原の池溏や水
たまりに生息するメススジゲンゴロウ，ミヤマミズスマ
シ，ホソダルマガムシ，アサヒナコマルガムシを北方系
要素が高い種としてあげている．また Tomokuni（1982）
は，本州では山間の限られた場所にのみ生息する半水生
種のオゼミズギワカメムシSalda morio （Zetterstedt, 1838）
とキイロマツモムシを最も尾瀬ヶ原のカメムシ相を特徴
づける種としてあげている．尾瀬ヶ原における水生カメ
ムシ目の北方系種の比率（21%）は，水生コウチュウ目
ほど高くはなかったが，日本産水生カメムシ目全体に占
める北方系種の比率（9.3％）と比較すると 2 倍以上高
い . また，ほぼ同緯度で尾瀬ヶ原から直線距離で約 85 
㎞に位置する福島県白河市南湖（北緯 37°6′, 東経 140
°12′，標高約 370 ｍ）では，12 種の水生コウチュウ目，
19 種の水生カメムシ目が記録されているが（三田村・
吉井，2011），北方系種は含まれていない．
　 植物相でも，尾瀬ヶ原の湿原植物の 78％が北海道と
共通し，比較的距離が近い霧ヶ峰や日光戦場ヶ原よりも
八幡平地域や八甲田山域等，北海道や北東北との共通種
が多いという指摘もある（吉井ほか，2008）．尾瀬ヶ原
の年平均気温（5.4℃）は北海道北部の稚内（北緯 45°）

での年平均気温（7.0℃）（気象庁，2021）よりも低い．
これらのことから，尾瀬ヶ原の動植物相は，山地・寒冷
地的で北方系要素が高い尾瀬ヶ原の環境と密接に関係し
ていることがうかがえる．朝比奈（1981）が指摘したよ
うに，尾瀬ヶ原は，高層湿原に生息する種が豊富である
ことから，寒冷地域に存在する湿原における生物相の比
較研究の場として重要である．
　今後，尾瀬ヶ原から見つかる可能性がある水生コウ
チュウ目としては，塘（2010）によって近隣の尾瀬国立
公園編入地域（会津駒ケ岳地区及び田代山帝釈山地区）
で記録されているカノシマチビゲンゴロウ Oreodytes kanoi 

（Kamiya, 1938） やコクロマメゲンゴ ロウ Platambus 
insolitus （Sharp, 1884）， ア カ ツ ヤ ド ロ ム シ Zaizevia 
rufa Nomura ＆ Baba, 1961 が挙げられる．また北海道・
本州（関東地方以北）に分布する北方系種のスジヒメガ
ムシ Hydrobius pauper Sharp,1884 と，吉井ほか（2015）
によって近隣の福島県只見町で確認されているエゾゲン
ゴロウモドキ Dytiscus marginalis czerskii Zaitzev, 1953
も尾瀬ヶ原に生息する可能性がある．
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尾瀬ヶ原の水生コウチュウ目・水生カメムシ目
目録（2021）
　これまでに尾瀬ヶ原から記録されている水生コウチュ
ウ目 6 科 24 種，水生カメムシ目 8 科 14 種のそれぞれに
ついて , 記録の出典を示した．学名は有効名だけを示し
た .

COLEOPTERA　コウチュウ目
Noteridae　コツブゲンゴロウ科（1種）
Noterus japonicus Sharp, 1873　 コ ツ ブ ゲ ン ゴ ロ ウ

（Uéno，1954； 上 野，1954；Satô，1982； 大 高 ほ か
2017；茶珍ほか，2019；茶珍，2021；塘ほか，2022）

Dytiscidae　ゲンゴロウ科（12 種）
Hydroglyphus japonicus （Sharp, 1873）　チビゲンゴロ
ウ（Uéno，1954； 上 野，1954；Satô，1982； 茶 珍，
2021；塘ほか，2022）
Nebrioporus anchoralis （Sharp, 1884）　チャイロシマチ
ビゲンゴロウ（Satô，1982；塘ほか，2022）
Nectoporus sanmarkii sanmarkii （C.R.Sahlberg, 1826）　
マルガタシマチビゲンゴロウ（Uéno，1954；上野，
1954；Satô，1982；茶珍，2019）
Platambus pictipennis （Sharp, 1873）　モンキマメゲン
ゴロウ（Uéno，1954；上野，1954；Satô，1982；茶珍，
2021；塘ほか，2022）
Platambus sawadai （Kamiya, 1932）　サワダマメゲンゴ
ロ ウ（Uéno，1954； 上 野，1954；Satô，1982； 茶 珍，
2019）
Platambus optatus （Sharp, 1884）　ホソクロマメゲンゴ
ロウ（Satô，1982；茶珍，2019，2020）
Agabus conspicuus Sharp, 1873　クロズマメゲンゴロウ

（Satô，1982；塘ほか，2022）
Agabus japonicus Sharp, 1873　マメゲンゴロウ（Uéno，
1954； 上 野，1954；Satô，1982； 茶 珍 ほ か，2019，
2020；塘ほか，2022）
Rhantus erraticus Sharp, 1884　 オ オ ヒ メゲ ン ゴ ロ ウ

（Satô，1982；塘ほか，2022）
Eretes griseus （Fabricius, 1781）　ハイイロゲンゴロウ

（Uéno，1954；上野，1954；塘ほか，2022）
Acilius japonicus Brinck, 1939　メススジゲンゴロウ（高

木，1936；Uéno，1954； 上 野，1954；Satô，1982； 加
藤ほか，1999；茶珍ほか，2019；塘ほか，2022）
Cybister chinensis Motschulsky, 1854　 ゲ ン ゴ ロ ウ

（Uéno，1954； 上 野，1954；Satô，1982； 加 藤 ほ か，
1999：金杉，2016；茶珍ほか，2019；茶珍，2021；塘ほ
か，20
22）

Gyrinidae　ミズスマシ科（1種）
Gyrinus sachalinensis Kamiya, 1936　ミヤマミズスマシ

（Uéno，1954； 上 野，1954；Satô，1982； 茶 珍 ほ か，
2019；茶珍，2021；塘ほか，2022）

Hydraenidae　ダルマガムシ科（1種）
Hydraena riparia Kugelann, 1794　ホソダルマガムシ

（Satô，1982；茶珍，2021）

Hydorophilidae　ガムシ科（6種）
Hydrocassis lacustris （Sharp, 1884）　 マ ル ガ ム シ

（Nakane, 1954； 上 野，1954； Satô，1982； 塘 ほ か，
2022）
Anacaena asahinai M.Satô, 1982　アサヒナコマルガム
シ（Satô，1982；大高ほか，2017；茶珍ほか，2019；茶
珍，2021；塘ほか，2022）
Crenitis japonica （Nakane, 1963）　 コ マ ル ガ ム シ

（Nakane, 1954；上野，1954；Satô，1982；茶珍，2021；
塘ほか，2022）
Enochrus japonicus （Sharp, 1873）　キベリヒラタガム
シ（Satô，1982；茶珍ほか，2019；茶珍，2021；塘ほか，
2022）
Enochrus simulans （Sharp, 1873）　キイロヒラタガムシ

（Nakane,1954； 上 野，1954； Satô，1982； 茶 珍 ほ か，
2019；茶珍，2021；塘ほか，2022）
Coelostoma orbiculare （Fabricius, 1775）　ヒメセマルガ
ムシ（Nakane,1954；上野，1954； Satô，1982；茶珍，
2021）

Elmidae　ヒメドロムシ科（3種）
Heterlimnius maculatus （Nomura, 1958）　ムナミゾマ
ルヒメドロムシ（茶珍ほか，2019）
Heterlimnius variabilis （Nomura, 1958）　スネアカヒメ
ドロムシ（Satô，1982）
Heterlimnius hasegawai （Nomura, 1958）　クボタマル
ヒメドロムシ（Nomura,1958;Satô，1982）
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HEMIPTERA　カメムシ目
Nepidae　タイコウチ科（1種）
Ranatra unicolor Scott, 1874　ヒメミズカマキリ（長谷
川，1954）

Belostomatidae　コオイムシ科（1種）
Appasus major （Esaki, 1934）　オオコオイムシ（長谷川，
1954；Tomokuni，1982； 金 杉，2016； 茶 珍 ほ か，
2019；茶珍，2021；塘ほか，2022）

Corixidae　ミズムシ科（2種）
Sigara maikoensis （Matsumura, 1915）　アサヒナコミズ
ムシ（茶珍ほか，2020；茶珍，2021；塘ほか，2022）
Sigara substriata （Uhler,1896）　コミズムシ（Tomokuni，
1982）

Notonectidae　マツモムシ科（2種）
Notonecta triguttata Motschulsky, 1861　マツモムシ（鏑
木，1933；長谷川，1954；Tomokuni，1982；茶珍ほか，
2019，2020；茶珍，2021，塘ほか，2022）
Notonecta reuteri Hungerford, 1928　キイロマツモムシ

（長谷川，1954；Tomokuni，1982；加藤ほか，1999；栗
田・峰村，2012；茶珍ほか，2020；茶珍，2021；塘ほか，
2022）

Mesoveliidae　ミズカメムシ科（1種）
Mesovelia vittigera Horváth, 1895　ミズカメムシ（長谷

川，1954）

Hydrometridae　イトアメンボ科（1種）
Hydrometra procera Horváth, 1905　ヒメイトアメンボ

（長谷川，1954）

Veliidae　カタビロアメンボ科（1種）
Microvelia reticulata （Burmeister, 1835）　マダラケシ
カタビロアメンボ（長谷川，1954；Tomokuni，1982；
茶珍ほか，2020；茶珍，2021；平澤，2021；塘ほか，
2022）

Gerridae　アメンボ科（5種）
Aquarius paludum paludum （Fabricius, 1794）　アメン
ボ（長谷川，1954；塘ほか，2022）　
Gerris gracilicornis （Horváth, 1879）　コセアカアメン
ボ（長谷川，1954；茶珍，2021，塘ほか，2022）
Gerris latiabdominis Miyamoto, 1958　ヒメアメンボ（長
谷川，1954；Tomokuni，1982；茶珍ほか，2019，2020；
茶珍，2021；塘ほか，2022）
Gerris insularia （Motschulsky, 1866）　 ヤスマツアメン
ボ（Tomokuni，1982）
Gerris yezoensis Miyamoto, 1958　エゾコセアカアメン
ボ（Tomokuni，1982；塘ほか，2022）
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